
　病 理 学 的 検 査 ＜細胞診＞ 

6

〔ご注意〕
・細胞診検査提出の際の依頼書は、1臓器または1検体、または1判定につき1依頼書での提出をお願いします。
・ 細胞診検査は必しも確定ではありません。判定は、ご提出いただいた標本に対して行ったものです。病変全体を反映するものではない事を予めご承知おきください。
確定には病理組織検査等による総合的な判断をお勧めします。
・細胞診検査におきましては、専門医の判定が必要な症例は、通常日数よりご報告が遅れることがあります。
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951

婦
　
人
　
科

円蓋部（膣部 V）

湿潤固定標本
※乾燥厳禁 1枚 B

室温

パパニコロウ染色

150

4
〜
6

スライドガラスのフロスト部分
に鉛筆で患者名・材料名（V・P・
EC・EM）を明記してください。
（マジックペン・ボールペン不可）
自己採取では十分な検体が得ら
れず、正確な判定が困難な場合
があります。

生材料での提出は細胞破壊の恐
れがあります。できる限り固定
標本でのご提出をお願いします。

子宮膣部（P）

子宮頸部（EC）
952 子宮体部（EM）

病理951

外陰部（VUL）

膣断端

自己採取吸引細胞診 自己採取検体（専用容器） J

5777 HPV E6E7 mRNA同定 V、P Ⅰ ThinPrep、TMA法
350 5

〜
7

HPVのｍRNAを検出することで
活動化しているウイルスを検出
します。微生物

3413
3750 液状処理細胞診加算（LBC） V、P、EC、EM、その他 H

Ⅰ ThinPrep、SurePath 45 5
〜
7

EMはThinPrepで提出してください。病理

932

呼
　
吸
　
器

喀痰 喀痰（生検体）
湿潤固定標本

全量
2枚

B
E 冷蔵

パパニコロウ染色

190

4
〜
6

塗抹固定した未染標本で提出され
る場合はスライドガラスのフロス
ト部分に鉛筆で患者名・材料名・
固定法を明記してください。
細菌・一般検査とは別検体として
ください。
液状検体は原則として冷蔵保存し
てください。

生材料での提出は細胞破壊の恐れ
があります。できる限り固定標本
でのご提出をお願いします。

三連痰（ポストチューブ）及び蓄痰
（YM式）は3回分（3日間）の喀痰を
提出していただきます。

●1

病理

937 三連痰（ポストチューブ） ポストチューブ式専用容器採取検体（3袋） F 室温 190×3
病理

932

蓄痰（YM式） YM式専用容器採取検体 G 室温 190
病理

気管支擦過
湿潤固定標本
 および　
乾燥固定標本

2枚
B 室温

パパニコロウ染色
ギムザ染色

190
1枚

気管支洗浄液
湿潤固定標本
 および　
乾燥固定標本
 または　
　　生検体

2枚
1枚

B
C
D

室温

冷蔵

病理

乳  

腺
乳腺穿刺（右・左） 湿潤固定標本

 および　
乾燥固定標本

2枚
B 室温

パパニコロウ染色
ギムザ染色

190 5
〜
7乳頭分泌（右・左） 1枚 病理

泌
　
尿
　
器

自然尿

パパニコロウ染色
ギムザ染色

190

5
〜
7

塗抹固定した未染標本で提出され
る場合はスライドガラスのフロス
ト部分に鉛筆で患者名・材料名・
固定法を明記してください。
細菌・一般検査とは別検体として
ください。
液状検体は原則として冷蔵保存し
てください。

生材料での提出は細胞破壊の恐れ
があります。できる限り固定標本
でのご提出をお願いします。

●1

膀胱洗浄液

カテ尿（膀胱） 湿潤固定標本
および

1枚 B
C
D

室温

乾燥固定標本 1枚
右・左カテ尿（尿管） または

病理
　　生検体 冷蔵

陰嚢穿刺液

精液

体
　
腔
　
液

胸水

パパニコロウ染色
PAS染色
ギムザ染色

190

5
〜
7

腹水

腹腔洗浄液 湿潤固定標本
および

2枚 B
C
D

室温

乾燥固定標本 1枚
心嚢液 または

病理
　　生検体 冷蔵

脳脊髄液

関節液
消
化
器
・
甲
状
腺
・
他

胆汁

パパニコロウ染色
ギムザ染色

190
5
〜
7

液状検体は原則として冷蔵保存し
てください。

生材料での提出は細胞破壊の恐れ
があります。できる限り固定標本
でのご提出をお願いします。

●1

唾液腺穿刺 湿潤固定標本 2枚 B
C
D

室温
および

リンパ節穿刺 乾燥固定標本 1枚
または

病理甲状腺穿刺（右・左） 　　生検体 冷蔵

その他

追
加
項
目

2852 細胞像顕微鏡写真 各種染色標本 B －
5
〜
7

CD等、記録メディアへの対応可能
別途料金となります。

926 染色標本作製 生検体および固定標本
B
C
D

室温 パパニコロウ染色・PAS染色・
ギムザ染色・グロコット染色など －

5
〜
7

その他の特殊染色は、お問い合わせください
別途料金となります。冷蔵

●1 「穿刺吸引細胞診、体腔洗浄等によるもの」と「セルブロック法によるもの」を併せて行った場合は、主たるもののみ算定する。


